
一関出張所管内でも先週6日、厳しい冷え込みとなり市内でも今季初積雪を観測しました。
また、遊水地には、冬の到来を告げるハクチョウなどの渡り鳥が飛来し、刈り取り終わった
田んぼで、エサをついばんだりする姿を見ることができます。

編集後記編集後記
一関遊水地も雪化粧し、パッチワークのような幻想的な風景に感じます。厳しい季節に入ります

が、こうした景色や火の灯りで心も温かくなってくるような気がします。（と）

一関遊水地もうっすらと雪化粧しました飛来したハクチョウ

12月7日（土）に、『いちのせき100万人のキャンドルナイト in あいぽーと』（一関世代にかける橋
主催）が開催され、一関市のボランティアグループや地域住民約100名が参加しました。

このイベントは、環境保護などを目的に全国各地で実施されている活動で、2011年から東日本大震災
の鎮魂の祈りも込め冬至の時期に合わせて行われています。今回は約1,000個のキャンドルで「絆」の
文字やクリスマスツリーマークを作り、火を灯しました。17時45分には、ライトダウンされ「電気を消
してスローな夜を」を合言葉に幻想的な時間を過ごしました。同時イベントとして、絵本の読み聞かせ
コーナーやリース作りコーナーなども行われました。

火が灯った「絆」の文字 火を灯す参加者

プチ情報
この撮影場所の観音山は日本刀の源流のひとつとさ
れる舞草刀が生産されたところとして、地元だけでな
く全国の刀剣マニアに知られているんだよ。


